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＜平成２４年 年頭所感＞ 

 

「震災からの復興と日本の再生に向けて」 

 

社団法人日本産業機械工業会 

会 長  日 納 義 郎 

 

 

昨年 3月 11日に発生しました東日本大震災により被災された皆様に謹んでお

見舞い申し上げます。また、被災地の皆様のご健康と一日も早い復興を心から

お祈り申し上げますとともに、復興活動にあたられている方々のご奮闘に敬意

を表します。 

 

平成 24 年を迎えるにあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

 

昨年のわが国経済は、年初より懸念材料を抱えつつも全体としては外需主導

の景気回復の流れにあったと思われます。年明け以降に緩やかな増加基調を示

していた生産や輸出も、大震災によるサプライチェーンの寸断や電力不足など

大変厳しい供給制約に直面し、大幅に減少いたしました。 

その後、大震災で深い痛手を負ったサプライチェーンが予想以上のスピード

で復旧し、自動車産業を中心に生産が回復に転じるなど、わが国の 7-9 月期 GDP

は 3 四半期ぶりに増加いたしました。 

しかしながら、夏場以降は新たな懸念材料として、欧州の財政問題を背景と

した海外経済の減速や歴史的な円高の進行、タイの洪水被害の影響、今冬も続

く電力不足への対応などが加わり、極めて厳しい状況に見舞われております。 

 

私ども産業機械業界の昨年の受注は、大震災の影響により落ち込む中、製造

業の底固い需要や電力供給不足への緊急対応、アジア新興国の需要等に支えら

れ、夏場にかけ総じて持ち直しつつありましたが、秋口以降、製造業の需要に

陰りがみえ始め、さらに外需では中国向けなどで前年比マイナスに転じるなど、

先行き不透明感が高まっております。 

 

本年につきましても、欧州経済の混迷に伴う新興諸国を含めた世界経済への

影響とそのリスクに対する警戒感が強まる中、円高や電力不足等の課題も抱え

ており、産業機械業界にとりましては厳しい受注環境が続くものと予想されま
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す。こうした閉塞感を打破し世界の変化へ適応していくためには、国際競争力

をより強化しアジアの成長を見据えたネットワークの構築に努め、ビジネスチ

ャンスの一段とした拡大を目指し、果敢にチャレンジしていくことが必要であ

ると考えます。 

 

我々産業機械業界は、大震災後の供給制約を解消していく過程でも発揮され

た、日本の「ものづくり」の底力・現場力、品質へのこだわりやきめ細やかな

サービスなど、世界に誇る独自性や強みを数多く保有しております。さらに、

わが国は世界の成長センターであるアジアの一角を占めており、地理的な有利

性にも恵まれております。 

 

こうした強みを活かし関連産業と連携しながら、競争力の源である技術革

新・技術結合等を強力に推進し、需要にマッチした供給体制を整え、グローバ

ル展開と内需開拓の両面を戦略的に進めることにより、わが国成長力の強化に

繋げ、大震災からの復興と日本の再生に貢献することが重要であります。さら

に、より一層の省エネルギー性能に優れた製品を開発し、わが国のみならず世

界に供給することで、経済成長と環境保全の両立に貢献するべく努力を継続し

てまいります。 

 

政府におかれましては、歴史的な超円高の是正、ＴＰＰやＡＳＥＡＮ＋６な

ど経済連携の戦略的推進、エネルギーの安定確保、大震災の影響を踏まえた新

しい成長戦略の構築など、わが国の産業に前進していく力が備わるよう、強力

に支援していただくことをお願いしたいと思います。 

 

なお、皆様ご承知の通り、公益法人新法の施行に伴い、平成 25 年 11 月末ま

でに、新たな法人への移行を完了しなければなりません。私ども産機工は、昨

年 9 月の臨時総会において「一般社団法人」への移行を決議し、本年 4 月から

新法人としてスタートすることとなりますが、社会から求められる使命と役割

を積極的に果たしていきたいと考えております。 

 

年頭にあたり考えるところを述べさせていただきましたが、関係各位におか

れましては一層のご指導、ご協力をお願いしますとともに、皆様のご多幸を心

からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 


